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研究成果の概要（和文）：本研究では、人間の意思決定の合理性をコミュニケーションの視点から分析し、以下
の成果を得た。まず、意思決定バイアスが必ずしも非合理的でないことが示され、特に規則に沿ったコミュニケ
ーションと意思決定が合理的な選択につながることが明らかになった。また、非言語情報の影響を考慮すること
の重要性が示され、非言語情報を取り入れた意思決定モデルの構築が人間の意思決定に対する新たな理解を深め
る可能性があることを示した。これらの知見は意思決定の合理性に関して新たな視点を提供するものである。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the rationality of human decision making from a 
communication perspective. Our findings are summarized as follows. First, we showed that decision 
bias does not always result in irrational decisions. Rather, we found that rule-based communication 
and decision making (this is superficially decision bias) result in rational decisions. In addition,
 we demonstrated the importance of considering the effect of nonverbal behaviors on decisions, 
indicating that decision models incorporating nonverbal behaviors will lead to a new understanding 
of human decision making. These findings provide a new perspective on decision rationality.

研究分野： 認知科学

キーワード： 意思決定　合理性　コミュニケーション　バイアス

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の知見は、人間の意思決定についての新たな知見を提供し、合理性に関する概念を再考させるものであ
る。コミュニケーションの視点から意思決定を分析することで、意思決定バイアスが必ずしも非合理的でないこ
とが明らかになり、規則に沿ったコミュニケーションが合理的な選択につながることが示された。さらに、非言
語情報の重要性が示され、非言語情報を取り入れた意思決定モデルの構築が人間の意思決定に対する新たな理解
を深める可能性があることが示された。これらの知見は、ビジネスや政策決定など、様々な分野での意思決定に
も応用できる可能性があるため、社会的意義も高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

２つの言葉の意味が論理的に同じでも、その言葉が導く行動は言語表現に依存して異なるこ
とが多く、このような決定バイアスは非合理的な意思決定の代表例とされている（Tversky & 

Kahneman, 1981, Science）。しかしながら、近年では、このような意思決定のあり方がコミュニケ
ーションの観点から再評価されている。言語表現によって情報伝達者の意図や背景情報を読み
取り、言外の意味を推測することができるため、聞き手は“行間を読んで”意思決定を行っている
という解釈も可能である。そのため、言語表現によって意思決定が変化することは、合理的であ
る可能性が指摘されている（Sher & McKenzie, 2006, Cognition）。 

しかしこれまでの研究では、以下に示す 3点が明らかになっていない。1点目として、言語表
現に依存して一貫しない意思決定が合理的であるための条件が明らかになっていない。言語表
現に依存して変化する決定行動は、伝達者の意図や決定場面の背景情報を読み取った、つまり
“行間を読んだ”合理的な決定であると主張されている。一方で、言語表現に依存して変化する決
定行動は、いわば“誘導された”決定であり、“誘導された”決定が合理的だとは言えない。したが
って、言語表現によって一貫しない決定が合理的な決定に至るための条件を明らかにする必要
がある。2点目として、コミュニケーションでは言語情報のみならず、表情などの非言語情報も
重要な役割を果たしている。例えば、「この研究計画が成功する確率は十分に考えられる」と明
るい表情で言われた場合と、暗い表情で言われた場合では、この表現に対して、人は全く異なる
意味を見出す。つまり、私たちの日常生活では、たとえ全く同じ表現であっても、非言語情報に
よって人は異なる意味を見出し、それが意思決定に影響すると考えられる。しかし、先行研究で
は非言語情報が決定行動に与える影響についてほとんど検討されていない。3点目として、情報
伝達者・聞き手間（意思決定者）のインタラクションが扱われていない。例えば、伝達者は情報
を伝える際、何らかの意図や信念を持っており、それを聞き手に伝えようとすることがある。つ
まり、「このような意思決定を行うのがよい」といった含みを言葉に持たせることがある。この
場合、聞き手はそれらを読み取り、意思決定に反映させる場合もあるが、聞き手が持つ考えに反
する場合、必ずしも伝達者の意図や信念を反映させないかも知れない。つまり、コミュニケーシ
ョンを視点とすると、伝達者と聞き手の間で認知的なインタラクションが存在し、意思決定に大
きな影響を与えていると考えられるが、これまでの先行研究では、このような視点の分析がほと
んど行われてこなかった。 

 

２．研究の目的 

以下に記す 3つの課題に取り組んだ。 

【課題１】 

言語表現の違いによって生じる非一貫した決定行動が、具体的にどのような利得や損失をもた
らしているのかについて、計算機シミュレーションで検証した。 

【課題２】 

非言語情報が合理的な意思決定に与える影響について分析した。特に、言語的な情報に合わせて
伝達者の表情が判断や意思決定に与える影響について分析を行った。 

【課題３】 

情報伝達者と聞き手（意思決定者）間のインタラクションが意思決定に与える影響を分析した。
具体的には、情報伝達者の意図を聞き手がどのように理解し、それを意思決定に反映しているの
かについて分析を行った。 

 

３．研究の方法 

【課題 1】 

以下のような決定状況を想定した、計算機シミュレーションを実施した。 

1. 意思決定者はリスク選択肢、リスクレス選択肢の中から 1つの選択肢を選ぶ。 

2. リスク選択における利得が得られる確率は一定ではなく、変動する。 

3. 情報伝達者と意思決定者はリスク選択肢の利得が得られる確率を知らない。 

4. 情報伝達者はリスク選択肢の確率を判断し、それを言語的確率表現で意思決定者に伝える。 

5. 意思決定者は、リスク選択肢の伝達された確率情報と利得、リスクレス選択肢の利得、これ
らに基づいてどちらか一方の選択肢を選択する。 

 

このようなフレームワークのもと、リスク選択肢の利得が得られる確率が常に変動する、またリ
スク選択肢のこのような不確実性に対して情報伝達者が持つ認知的なバイアス、情報伝達者が
好む表現の傾向（ポジティブな表現を好むか、ネガティブな表現を好むか）、意思決定者の言語
表現に対する解釈とそれに基づく意思決定、これらを最終的な意思決定に影響を与える要因と
してパラメータで表現し、意思決定のパフォーマンスにどのような影響を与えるかについて計
算機シミュレーションを実施した。 

 

【課題２】 

言語的な確率表現（e.g.,わずかな見込みがある、あまり見込みがない、といったような、言語的



に確率情報を表現する）を用いて、以下の検討を行った。 

言語的な確率表現を使用して確率を伝達する人の表情（ニュートラル、悲しい表情、嬉しい表
情）が情報の受け手の意思決定に与える影響について分析を行った。具体的には、表情の情報が
ない場合とある場合で、言語的な表現に対する解釈の変化、また伝達者に対する信頼度がどのよ
うに変化するかについて、SEM によるモデリング手法により、分析を行った。 

 

【課題３】 

情報伝達者と聞き手の間のインタラクションについて、認知モデリングの手法に基づいて分
析を進めた。本研究では、Decision by Belief Sampling (以下 DbBS) というモデルを提案した。
DbBSモデルは確率値に対する主観的評価を表現するモデルであり、人は確率的信念に基づいて
意思決定やコミュニケーションを行っているというものである。 

課題 3では、このモデルを用いて、意思決定者や情報伝達者が持つ確率的信念を推定し、決定
やコミュニケーション場面で観察されるパターンについてインタラクションの性質について分
析を行った。 

 

４．研究成果 

【課題１】 

図 1に計算機シミュレーションの結果を示す。この図は横軸がリスク選択肢の確率に対応し、縦
軸は合理的選択（期待値が高い選択肢を選択する）の割合を示している。まず言語表現に影響を
受けないことを仮定した“No effect”の意思決定者を見てみると、リスク選択肢の確率に依存して
合理的選択率は変化し、特に中程度の確率の場合は合理的選択の割合が低い。これと比較して、
言語表現の影響を受けた意思決定者である “Moderate effect”（中程度の影響を受ける）、“High 

effect”（強い影響を受ける）は、合理的選択ができる割合が高かった。 

この結果は、言語的なニュアンスの違いは状況の変化（i.e., 変動するリスク選択肢の確率値）
を知る上で適応的な手がかりとなっており、ニュアンスの影響を受けた意思決定者はこの手か
がりをうまく活用できていることを意味している。一方、先行研究で示された意思決定パターン
とは逆の影響を受けた “Inverse effect”を示す意思決定者は最も非合理的であった。 

以上の結果は言語的ニュアンスの違いを受けた意思決定の合理性について以下のような示唆
を与える。伝達者が異なる言語表現を使用する場合の表現選択の規則について意思決定者が理
解しているのであれば、言語的ニュアンスの違いから状況の違いを適応的に理解でき、合理的な
意思決定をできることが明らかになった。 

 

図 1. 研究課題１における計算機シミュレーションの結果。横軸はリスク選択肢において利得が
得られる確率、縦軸は合理的選択（期待値が高い選択肢を選択）の割合を示している。なおαは
意思決定者の認知特性を表現するパラメータ（金銭に対する主観的評価の違いを表現するパラ
メータ）である。 

 

【課題 2】 

分析の概要を図 2に記す。分析結果の概要は以下の通りにまとめることができる。まず、言語表
現のニュアンス（ポジティブな表現が使用されているか、ネガティブな表現が使用されているか）
は意思決定に相対的に大きな影響を与えているという点である。この点はこれまで再三示され
ていることであり、再度確認された。 

次に、伝達者の表情も意思決定に影響を与え、特に伝達者がネガティブな表情をしている際に
影響が観察された。表情が意思決定に与える点については、これまで非言語的な要因の影響につ
いてあまり検討されてこなかったことを踏まえると、新規な知見である。特に、ポジティブな表
情は強い影響を与えず、ネガティブな表情のみ有意な影響が観察された点は興味深い。 

また、伝達者への信頼も意思決定に影響を与えていることが示された。これまで、情報の伝達
者と意思決定者間の関係性についてはあまり検討されていなかったが、信頼を視点とした時の
両者の関係性で意思決定が変化する可能性が示された。 



確率への評価も影響が確認されたが、相対的にはその影響は強くはなかった。これまでの研究
では言語表現に対してどのような数的な解釈が行われるかという点が重点的に検討されてきた
が、数的解釈以外の要因が意思決定により関係する可能性が示された。 

以上、情報伝達者が示す非言語的な情報である表情、また情報伝達者へ対する信頼という言語
的要因以外の要因も意思決定と深く関係していることが示された。意思決定に関してコミュニ
ケーションを視点として分析する際、言語的情報の性質が与える影響に焦点をあてることが多
いが、非言語的な要因についても考慮して分析することの重要性が示された。 

 

 
図 2. 研究課題 2 における統計モデルの分析の結果。ここでは SEM による分析結果について、
有意な要因について掲載している。枠内の数値はその要因の相対的な影響度の強さを示してい
る。 

 

【課題３】 

提案した Decision by Belief Sampling（以下 DbBS）モデルで、決定パターンが説明できるか分析
した。モデルの説明力を r2で評価すると、値は 0.7程度となり、DbBSモデルによって観測デー
タを非常によく説明できることが明らかになった。 

DbBSモデルによって推定された意思決定者の確率的信念をより詳しく分析するために、クラ
スター分析を実施した。図 3にその結果を示す。クラスターとしては 3つのクラスターが抽出さ
れ、それぞれのクラスターの特徴は低い確率の信念を表す分布（クラスター1）、中程度の確率の
信念を表す分布（クラスター2）、そして高い確率の信念の表す分布（クラスター3）であった。
そして positive と negative 表現、それぞれを聞いた際に信念が 3つのクラスターにどのように振
り分けかられたかを見てみると、positive 表現呈示時は多くの信念がクラスター1 へ、一方で
negative 表現呈示時は多くの信念がクラスター3 に振り分けられた。つまり positive 表現を聞い
た際には低い確率を参照し、negative な表現を聞いた際には高い確率を参照していたことを示し
ている。これらの結果は選択された方向性が非明示的に伝達する、話者が持つ参照点の情報を意
思決定者が考慮に入れて意思決定を行なっていることを示すものである。意思決定問題の表現
法の違いによる決定行動の変化は決定バイアスとして理解されることが多い。しかし本研究の
知見は言語表現のニュアンスの違いに影響を受けた決定行動は必ずしも決定バイアスではない
可能性を示している。 

 
図 3. 研究課題 3 における DbBS モデルによって推定された信念のクラスター分析の結果。A：
各クラスターの信念の分布。グレー線が各クラスターに振り分けられた個々のデータ、黒線が各
クラスターの平均値。 B: 各クラスターに振り分けられた信念（ベータ分布）の平均値の分布。
C: positive，negative な表現が提示された時の信念がそれぞれのクラスターに振り分けられた割
合。 

 

 



【成果のまとめ】 

本研究の成果は、以下の 2点にまとめられる。 

まず、言語表現が意思決定に影響を与えることについて、いわゆる決定バイアスが必ずしも非
合理的な意思決定を反映しているわけではないという点が示された。課題 1 の成果で示したよ
うに、言語表現に影響を受けた意思決定が損失につながるということを示す証拠は得られなか
った。むしろ、情報伝達者が規則に則ったコミュニケーションを行い、また意思決定者がその規
則を踏まえた意思決定（規則に則った意思決定はいわゆる決定バイアスと呼ばれる現象である）
を行うと、相対的に大きな利得に繋がることが示された。そして課題 3 では、情報伝達者の行
動、またそれを踏まえての情報の聞き手である意思決定者の決定プロセスを分析すると、統一的
なプロセスから現象を理解できることが示された。 

2点目として、今後は非言語情報の影響も考慮する必要性が示された点である。意思決定科学
では、言語的な性質が意思決定に与える影響については様々な知見が蓄積されてきている。一方
で、非言語情報が与える影響についてはまだまだ知見が少ない。課題 2において、非言語的情報
も意思決定プロセスにおいて無視できない要因として影響を与えていることが示された。非言
語情報も考慮した決定モデルを構築することにより、これまでにない新たな視点から人間の意
思決定について理解が深まる可能性が示された。 

以上、本研究が取り組んだコミュニケーションを視点として人間の意思決定について分析を
行い、意思決定の合理性に関する新たな理解が進み、また非言語情報というこれまで考慮されて
こなかった要因を分析することの重要性に関する知見を得た。 
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